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技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　舗装にひび割れが発生してそこから雨水が舗装内部へ浸透すると、舗装の損傷が急激に進行します。
そのため、ひび割れ対策は舗装の長寿命化を図る有効な手段とされています。舗装に発生する主なひ
び割れには、交通荷重の繰り返しによる舗装の疲労破壊によるものとリフレクションクラックがあります。
従来の改質アスファルトは耐流動性の向上が主たる目的で、疲労破壊抵抗性を向上させて舗装の長寿
命化を図るアスファルトはありませんでした。また、リフレクションクラック抑制対策はシート工法や褥層工
法などの緩和層を設けるものが多く、アスファルトによる対策はほとんどありませんでした。

　本技術は曲げ疲労試験における疲労破壊回数の向上とリフレクションクラックによるひび割れ貫通抵
抗性を高めたことによって、舗装の長寿命化を図る改質アスファルトに関するものです。このアスファルト
を用いたアスコンの疲労破壊回数は、ポリマー改質アスファルトⅡ型の200倍高い性状を有しています。
また、リフレクションクラックをシミュレートした試験におけるひび割れ貫通抵抗性は、一般のアスコンの
約30倍、改質アスファルトⅡ型アスコンの約6倍となっています。
　さらに、疲労破壊回数と弾性係数(ダイナミックモジュラス試験による）から求めた等値換算係数は、こ
のアスファルトを用いたアスコンでは1.7(他のアスコンでは約1.0)です。
　また、このアスファルトを適用したアスコンの流動抵抗性は改質アスファルトⅡ型アスコンと同等で、こ
のアスファルトは耐ひび割れ、耐流動の両方の性能を有しています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　アスコン5cmでこのアスファルトを適用すると、一般のアスファルトの場合より等値換算厚(ＴＡ）は3.5cm

高くなります。６項表-2に示す試算例では、疲労破壊輪数は約20年となり、一般のアスコンで設計期間
10年を満足する舗装構成において、舗装の設計期間は2倍となり、舗装の長寿命化を図れ、ライフサイク
ルコストの縮減に繋がります。また、リフレクションクラックの抑制では、その下の層にあるクラックの影響
によって、このアスコンにひび割れが発生するまでの時間と発生したひび割れが上側へ貫通していく時
間の両方を遅らせて抑制していくことが、リフレクションクラックのシミュレート試験で確認されています。
また、このアスファルトとシート工法等とを併用することによって、さらに高い抑制効果が期待できます。
　以上のような舗装の長寿命化は、修繕工事の実施頻度を抑えられることから、ライフサイクルコストの
縮減に加えて、交通規制による道路利用者の経済損失の軽減にも繋がります。
　さらに、セメント・アスファルト乳剤安定処理工法によって構築された路盤は、震災で損傷しにくいことや
液状化しにくいことが報告がされています。これらを組み合わせることによって、震災に強い道づくりと舗
装の長寿命化の両立が期待できます。

４．技術の適用範囲

・このアスファルトはアスコン厚さ4㎝以上で適用し、アスコンの粒度は密粒度アスコンを推奨します。
・ポーラスアスファルト混合物、再生アスファルト混合物、半たわみ性舗装、3cm以下の薄層舗装には適
用ができません。

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　　 9件　（九州　3　件　、九州以外　6　件　）
自治体　　 151件　（九州　54　件　、九州以外　97　件　）
民　 間　　    2件　（九州　1　件　、九州以外　1　件　）

※別紙２



６．写真・図・表

図-1 曲げ疲労試験結 図-2 ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾓｼﾞｭﾗｽ試験結果から得られた

周波数と弾性係数の関係

図-3 ひび割れ貫通試験結果 図-4 ホイールトラッキング試験結果

表-2 アスコン5cmをｼﾅﾔｶﾌｧﾙﾄにした場合の設計期間試算例(交通量区分N6、設計CBR6)

表-1 疲労破壊回数と弾性係数から求めた各種混合物の等値換算係数


